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１．『防災まちづくり計画』とは 
 
（１）計画の背景と目的 
正親学区は、千本通や中立売通、智恵光院通などの京都市の広域的な幹線道路が通過し、「聚
楽第」跡地ゆかりの町名や通り名のもと、一条通や浄福寺通などによって形成された市街地の
中に、町家やトンネル路地などが残っている京都らしい町並みや風景を有しています。 

その一方で、幅員の狭い路地や、行き止まりの路地が多く、古い木造住宅が密集する地区も
みられ、大地震による建物等の倒壊や、火災による広範囲への延焼などの被害が予想されます。 

こうしたことから、正親学区では、災害につよい安心・安全に住み続けられるまちを目指し、
平成 27 年度から「防災まちづくり」に取り組み、緊急避難扉の設置による 2方向避難経路の
確保や、袋路始端部の整備などの「すぐに取り組む具体的な対策」を着実に進めるとともに、
住民のみなさんと「防災まちあるき」や「防災まちづくり意見交換会」など様々な機会で、想
いを共有してきました。 

『防災まちづくり計画』は、これまで住民のみなさんと共有してきた想いを大切にし、災害
の被害から人命や財産を守り、将来にわたって安心・安全に住み続けられるよう、学区全体で
継続して「防災まちづくり」に取り組んでいくための考え方や具体的な取組等をまとめたもの
です。 

 
（２）計画の役割 
『防災まちづくり計画』は、住民が、地域の各種団体や事業者、行政などと一緒になり、安
心・安全なまちをつくりあげるために以下の役割を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①実現すべき目指すまちの将来像を明らかにする役割 
今後の「防災まちづくり」の取組に向けて、誰にとっても分かりやすい表現で、実現すべき
目指すまちの将来像や「防災まちづくり」の基本方針、具体的な「防災まちづくり」対策等
を明らかにします。 

②具体的な「防災まちづくり」対策を進める指針とする役割 
地域で把握・共有した防災上の課題解決に向けて、地域の特性を踏まえた具体的な「防災ま
ちづくり」対策を進めていく際の指針とします。 

③住民や事業者の理解、合意形成を図る役割 
目指すまちの将来像や「防災まちづくり」の基本方針を、住民、事業者、行政が共通の目標
として共有することにより、「防災まちづくり」に対する理解を深め、「防災まちづくり」の
取組全般に対する合意形成や相互の調整を容易にします。 



（３）計画策定までの取組 
★１年目の主な取組（平成 27年度） 

年月日 会議名等（青：住民のみなさんに参加頂いた取組，ピンク：すぐに取り組む具体的な対策）

平成 27年 7月 1日(水) 団体長会議

平成 27年８月４日(火) 第２回防災まちづくり委員会

平成 27年８月 29 日(土) 児童ボーンでの活動ＰＲ

平成 27年９月 10 日(木) 第４回防災まちづくり委員会

平成27年10月24日(土) 第 1 回防災まちあるき（ブロック１、５、６） 

平成27年11月14日(土) 第２回防災まちあるき（ブロック２、３、４） 

平成27年12月13日(日) 防災訓練

平成27年12月25日(金) 防災訓練コア会議(第１回)

平成 28 年１月８日(金) 防災訓練コア会議(第２回)

平成 28 年１月 15 日(金) 第５回防災まちづくり委員会

平成 28年２月２日(火) 防災まちづくり意見交換会(ブロック１、５、６) 

平成 28 年２月９日(火) 防災まちづくり意見交換会(ブロック２、３、４) 

平成 28 年３月１日(火) 第６回防災まちづくり委員会

平成 28年３月 すぐに取り組む具体的な対策（袋路への緊急避難扉の設置：P９参照）

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・『防災まちあるき』を振り返りながら、
まちの現状・課題、課題を解決するため
の具体的な対策について意見交換を行
いました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・学区を 6 ブロックに分け、２日間で住
民のみなさんと一緒に各路地の状況や
地域の防災上の課題を確認し、共有し
ました。 

 
 
 

『防災まちあるき』 『防災まちづくり』意見交換会

主なご意見 
・一条通には京町家が残っている。 
・古い木造住宅や管理が不十分な空き家が多い。 
・幅の狭い袋路が入り組んでいる。 
・古くて高いブロック塀がある。 
・使用されていない井戸が多い。 

・路地入口や密集地では家の耐震化が重要。
・軸となる道の耐震化が必要。 
・普段から路地を適正管理することが大切。
・「地域の集合場所」の変更を検討。 
・イズミヤやフレスコとの協力体制づくり。



★２年目の主な取組（平成 28年度） 

年月日 会議名等（青：住民のみなさんに参加頂いた取組，ピンク：すぐに取り組む具体的な対策）

平成 28年４月 14 日(木) 第７回防災まちづくり委員会

平成 28年５月 28 日(土) 安否確認訓練

平成 28年５月 31 日(火) 第８回防災まちづくり委員会

平成 28年６月 23 日(木) 第１回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 28年６月 30 日(木) 第２回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 28年７月７日(木) 第３回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 28年８月２日(火) 第９回防災まちづくり委員会

平成 28年９月 すぐに取り組む具体的な対策（老朽木造建築物の除却、袋路始端部の整備：P10 参照）

平成28年10月13日(木) 第 10 回防災まちづくり委員会

平成28年11月26日(土) すまいの耐震大作戦 2016（一条通，浄福寺通，上長者町通）

平成 29 年１月 28 日(土) 第 11 回防災まちづくり委員会

平成 29 年３月 すぐに取り組む具体的な対策（古いブロック塀の改修：P11 参照）

平成 29 年３月 16 日(木) 第 12 回防災まちづくり委員会

平成 29 年３月 21 日(火) 住まい（空き家）の講座（空き家化の予防）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熊本地震の被害状況の報告や京都市の耐震助成制度を確認し、「災害につよいまちをつ
くるために取り組むべきこと」や「目指す将来のまちのイメージ」などについて、町内
ごとにグループに分かれて意見交換を行いました。 

 
 
 

主なご意見（●：取組のアイデア、★：目指す将来のまちのイメージ） 
●家の中の安全対策をする。 
●耐震化や防火対策を学区全体に広げる。 
●空き家対策の勉強会を行う。 
●建替え時のセットバックをしっかり行う。 
●避難経路の安全性を確認する。 
●みんなで「地域の集合場所」を共有する。 
●日頃のコミュニケーションを大事にする。 
●災害時に備え、周辺店舗等と協定を結ぶ。 
●防災意識を高める取組をする。 

★一人ひとりの顔が見えるまち。 
★町内の交流が活発なまち。 
★子どもの声が聞こえるまち。 
★若者が住みたいと思うまち。 
★学区内の主要な道は広がってほしい。 
★今までどおり安全で暮らしやすい環境。 
★みんなが笑顔であいさつできるまち。 
★京都の良さを残す。 
★みんなが安心して暮らせるまち。 

『防災まちづくりセミナー・意見交換会』 



 

 

  

・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・防災上重要な道となる一条通、浄福寺通、上長者町
通の沿道の建物（昭和 56 年以前）を対象として、
地域と行政、専門家が一緒に各お宅を訪問し、耐震
診断等を直接呼び掛けました。 

取組の結果 

・全体で約 90軒のお宅に、耐震診
断等の呼び掛けや、耐震化の重
要性に関する意識啓発を行うこ
とができました。 

 
★訪問軒数（ポスティング含む） 
・一条通  ：21軒 
・浄福寺通 ：21軒 
・上長者町通：47軒 

 
『すまいの耐震大作戦 2016』 

 
 
 

約 90 軒のうち、5軒から 
実際に耐震診断の申請 
をいただきました！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・亀楽会で 75 歳以上の方を対象に、司法書士に
よる空き家化の予防、「家」に関するお悩み相
談会を実施しました。 

 
 
 

『住まい（空き家）の講座』 

 
 
・３つの町内会で、「地域の集合場
所」を、より安全な場所へ見直し
ました。 



★３年目の主な取組（平成 29年度） 

年月日 会議名等（青：住民のみなさんに参加頂いた取組，ピンク：すぐに取り組む具体的な対策）

平成 29 年４月 21 日(金) 第 13 回防災まちづくり委員会

平成 29 年５月 26 日(金) 第 14 回防災まちづくり委員会

平成 29 年６月３日(土) 安否確認訓練での活動ＰＲ

平成 29 年６月 15 日(木) 第１回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 29 年６月 22 日(木) 第２回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 29 年６月 29 日(木) 第３回防災まちづくりセミナー・意見交換会

平成 29 年７月 21 日(金) 第 15 回防災まちづくり委員会

平成 29 年８月 26 日(土) 児童ボーンでの活動ＰＲ

平成 29 年９月 28 日(木) 第 16 回防災まちづくり委員会

平成 29 年１0月８日(日) 区民運動会での活動ＰＲ

平成29年 10月 14日(土) すまいの耐震大作戦 2017

平成 29年 11月 12日(日) 総合防災訓練での活動ＰＲ

平成29年 11月 22日(水) 第 17 回防災まちづくり委員会

平成 30年１月 24 日(水) 第 18 回防災まちづくり委員会

平成 30年２月 13 日(火) 第１回防災まちづくり意見交換会

平成 30年２月 20 日(火) 第２回防災まちづくり意見交換会

平成 30年２月 27 日(火) 第３回防災まちづくり意見交換会

平成 30年３月 20 日（火） 第 19 回防災まちづくり委員会

 

 

 

 

 

 

  

主なご意見 

【目指すまちの将来像について】 
・京都らしい風景を残しつつ、将来へ向けて引
き継いでいけると良い。 
・孫がいるので子どもが安心できることが大事。
・絆、つながりが大事だが、不足している。 
・人のつながりが最近は足りないと感じる。 

【防災まちづくりの基本方針について】 
・まず自分ができることから安全対策をする。
・空き家対策は学区と町内会の連携が大事。 
・袋路は火事が起こると逃げられないと思う。
・避難場所がココ！とわかるものがほしい。 
・井戸の整備を行う。 
・災害が起きる前から、コミュニケーションを
取っておくべきだと思う。 

・防災まちづくりコーナーを設置し、活
動 PRとともに、防災まちづくりの目
標について意見をもらいました。 
・子どもたちとは、紙工作で住宅の耐震
に関する学習などを行いました。

『安否確認訓練での活動 PR』

 
 
 



・災害につよい「いえ・みち・まち」の話として、京都市の各種助成制度の紹介や道の
仕組み、住宅の耐震化等に関するセミナーを開催するととともに、「防災まちづくりの
目標」や「町内での具体的な対策」などについて、町内ごとにグループに分かれて意
見交換を行いました。

『防災まちづくりセミナー・意見交換会』 

主なご意見 
【目指すまちの将来像について】 
★「安心・安全」という言葉があり、良いと思う。
★他地区から引っ越してきたばかりだが、正親学区は防災などの取組が活発で良い。
★将来像をどのように実現していくかが重要である。
【町内で取り組む基本方針と具体的な対策について】 

・人命（自分の身）を守ることが一番大事。すぐに対策できることから取り組む。
・学校で災害時の避難方法に関する教育なども必要。
・自分の家から耐震・防火改修をしていく。
・ゲストハウスとして活用されるよりも、空き家を活用して若者に住んでほしい。
・空き家の適正管理、所有者の把握と所有者への啓発を行う。
・災害時の避難経路については、町内全員が考える必要がある。
・駐輪などが多いため、適正管理が大事。
・大きな通りに繋がる路地の幅員はしっかりと確保したい。
・家が古く、密集している箇所はセットバックや耐震化や防火対策が重要。
・セットバックした箇所は、将来的には、道路状に整備できると良い。
・火災が恐いため、防火対策と合わせて防災ひろばの整備も進める。
・「地域の集合場所」は地域で共有する。看板などがあると良い。
・身近な地域の防災環境の整備については、できるところから対策していく。
・路地を大切にした保全・再生を検討していきたい。
・防災意識がまだ低いため、こうした活動を継続して取り組んでいく。
・町内会単位や、個人でも災害時の備えは必要。
・若い人がいざというときに力になってくれると良い。
・町内会長や防災部長は毎年代わるため、情報等の引継ぎが大切。



・一人ひとりが取り組む「家の中の安全対
策」、「地震に強い家づくり」について専
門家より紹介し、「防災まちづくり」に
関するアンケートを行いました。 

『総合防災訓練での活動 PR』
・一人ひとりや町内会で取り組むべきこ
とや「防災まちづくり」の進め方につい
てシールを貼ってご意見をいただきま
した。

取組の結果 

・全体で約 70軒のお宅に、耐震
診断等の呼び掛けや、耐震化の
重要性に関する意識啓発を行
うことができました。

★訪問軒数（ポスティング含む） 
・土屋町通、仁和寺街道：45軒
・裏門通、日暮通   ：24軒 

約 70 軒のうち、２軒から 
実際に耐震診断の申請 
をいただきました！ 

今後も継続して取り組んで
いきましょう！ 

・平成 28 年度に引き続き、学区内の避難を支える大
きな道路に繋がる道である土屋町通、仁和寺街道、
裏門通、日暮通の沿道の建物（昭和 56年以前）を
対象として、地域と行政、専門家が一緒に各お宅を
訪問し、耐震診断等を直接呼び掛けました。

『すまいの耐震大作戦 2017』 

『区民運動会での活動 PR』

主なご意見（取組のアイデア） 
・家具の転倒防止グッズの紹介や斡旋。
・常時管理者がいない民泊への対応。
・路地の入口に袋路か抜け路地かを表示。
・各町内に避難経路図を作成。
・町内の消火器などの設置場所を共有。
・メール等での地域ネットワークを構築。
・家庭内での防災に関する情報共有。
・学区内の事業者と災害時の物資提供等の
協定を締結。

目指すまちの将来像を実現するために 
大切にしたい正親学区の良いところ 

★町内での各世帯の結びつきが強い！
★人と人とのつながりが強い！
★お年寄りが子どもたちを大切にしてくれ
てありがたい！

★地域のコミュニティが深く、町内会がし
っかりしている！

★人情がある！
★古い町並みが美しく保たれている！



主なご意見・アイデア 
【エリア別計画について】 
・空き家の把握は、町内会長同士が連携し、情報を共有する。
・学区の軸となる道は、行政と連携してセットバックに関する取り決めや規制を掛ける等
の対策を行いながら、幅員を広げたい。

・辰巳公園などの拠点となる場所の防災機能を高める。
・平日日中の災害に備える対策と併せて、町内の高齢者を把握する。

【計画の実現に向けた具体的な取組の進め方、役割分担について】 
・「正親だより」で家の中の安全対策の意識啓発をする。 
・回覧板などを用いて、空き家等対策について目立つように PRする。
・総会や地蔵盆で、耐震助成等の PRや防災上危険な場所を確認し、学区で共有する。 
・通り抜けの路地か袋路（行き止まりの路地）かを京都市共通のイラストで表示する。
・回覧板に避難場所や避難経路を掲載して共有する。
・学区として防火バケツの設置を呼び掛ける。
・小学校と連携し、各町内会の防火バケツに集合場所のステッカーを貼る。
・広報板、バス停など、人が溜まる場所に防災情報を掲載する。
・学区のモデルとなる路地の整備に取り組む。
・町内会で災害時に必要な物をリスト化する。
・要介護者や、ペットがいる世帯の避難などに関するセミナーを開催する。
・「正親だより」などで、町内会加入の案内をする。
・子どもや高齢者などが優先的に避難できる体制づくりをする。
・区民運動会で防災ゲームの実施による意識啓発をする。
・町内ごとに「防災まちづくり」の目標を立てれば、住民も意識的に取り組める。

・『防災まちづくり計画』の策定に向けて、これまでの取組を通じて住民のみなさんから
頂いたご意見やアイデア等を踏まえて整理した『防災まちづくり計画（案）』や、計画
の実現に向けた具体的な取組の進め方や役割分担等について確認・意見交換を行いま
した。 

『防災まちづくり意見交換会』 



（４）これまでに取り組んできた「すぐに取り組む具体的な対策」
正親学区では、住民のみなさんに広く「防災まちづくり」が浸透し、『防災まちづくり計画』
が認知されるよう、平成 27 年度の「防災まちあるき」や「意見交換会」、平成 28 年度の「防
災まちづくりセミナー・意見交換会」等を行ってきました。そこでいただいたご意見を踏まえ
て、住民のみなさんと防災まちづくり委員会が連携して、「すぐに取り組む具体的な対策」を
着実に進めてきました。これまでに、袋路の２方向避難経路の確保など、全５箇所で以下の対
策を実施してきました。 

具体的な対策を進めるに当たっては、関係者の協力をいただき、京都市の助成制度を活用し
ながら、まちの安全性を高める対策を実施しています。 

今後も、これまでの成功事例を参考にしながら、住民のみなさんと防災まちづくり委員会が
連携して、災害につよいまちに向けた具体的な対策を進めていきます。 

●袋路（行き止まりの路地）への緊急避難扉の設置
災害時に、袋路の入口が建物の倒壊等によって塞がれ、避難や救助ができなくなるおそれが
あるため、住民のみなさんとの協力のもと、東西俵屋本町、加賀屋町で袋路の奥から安全に避
難できる緊急避難扉を設置しました。 

東西俵屋本町 

緊急避難経路整備事業 
内 容：袋路等の奥から安全な避難経路を確保する工事費を補助（避難扉の設置等） 

加賀屋町 

活用した市の助成制度 



 ●老朽木造建築物の除却 
地震が起こった時に建物が倒壊したり、火災時に延焼のおそれがあるため、所有者のご理
解・ご協力を得て、山里町で袋路始端部の老朽木造建築物を除却しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ●袋路（行き止まりの路地）始端部の整備 
袋路は、災害時に入口部の古い建物や工作物等の倒壊によって、避難や救助に支障をきたす
おそれがあるため、住民のみなさんの協力のもと、伊勢殿構町で、袋路始端部の表札門の安全
性を高める改修工事を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

袋路等始端部整備事業 
内 容：袋路等の入口部において，避難上支障となる工作物等の撤去や改修など， 

避難安全性を向上させる工事費を補助 

 

 
 
 

伊勢殿構町 

 

 
 
 

山里町 

老朽木造建築物除却事業 
内 容：古くなった木造建築物を除却する工事費を補助 

活用した市の助成制度 

活用した市の助成制度 



 ●古いブロック塀の改修 
幅員の狭い路地に面する古いブロック塀などは、災害時の倒壊により避難や救助に支障を
きたすおそれがあるため、住民のみなさんの協力のもと、泰童町で路地に面する古いブロック
塀の改修工事を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 危険ブロック塀等改善事業 

内 容：古いブロック塀等の除却，塀や生垣等を新設する 
工事費を補助 

活用した市の助成制度 

 

 
 
 

泰童町 



２．正親学区の概要 
 
（１）市街地の成り立ち 
正親学区の校区は、おおよそ北は一条通、南は下長者町通、東は松屋町通、西は千本通に囲
まれ、嘉楽小学校の廃校とともに編入した笹山町二丁目と伊勢殿構町を加えた地区となって
います。 

この地は、西暦 794 年、桓武天皇により計画的に建設された平安京の昔に歴史を留め、千
本丸太町にあった朝堂院大極殿を中心に広がる平安宮（大内裏）の地であり、大蔵省や主殿寮
などの諸官庁が建っていました。しかし、その後の度重なる火災で焦土と化し、鎌倉時代には
一面野原となり、内野と呼ばれるようになりました。 

安土桃山時代になると、豊臣秀吉の邸宅「聚楽第」がこの地に造営されました。周辺には諸
侯の邸宅が立ち並び、それらの建物や屋敷、井戸などが町名となり、今も区内に多く残ってい
ます。 

明治 22 年頃の地図をみると、現在の市街地の骨格となる千本通や中立売通、一条通や浄福
寺通などの学区内の主要な道も開通しており、浄福寺や智恵光院などの寺社や大きな敷地を
有する邸宅等が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（出典：国際日本文化研究センター所蔵地図データーベース（資料名：京都、地図番号：002469278）） 
図. 明治 22 年頃の正親学区の様子 



大正初期には、千本通の市電の開通により、道路の拡幅等が行われ、現在の正親学区の原型
が形成され始め、幹線道路である千本通や中立売通周辺を中心に宅地化が進み、それに伴い、
幅員の狭い路地も形成されてきたことが伺えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その後、市街化が進む中で、智恵光院通が拡幅され、正親学区の骨格となる幹線道路が整備
されていきました。 

一条通や浄福寺通、上長者町通沿道の地域や、西仲筋町や新白水丸町のような古くから寺社
や大きな敷地を有する工場等があった地域では、戦時期に空襲の際の延焼防止を目的とした
空地帯（疎開空地）が設けられず、戦前からの路地や木造住宅等が数多く残ったままとなり、
現在の東西俵屋本町や西富仲町などのように、古い木造住宅や路地、袋路など集中する地域が
形成されています。 

一方で、中立売通北側の東西俵屋町南組などで新たな宅地開発が進み、智恵光院通沿道の疎
開空地であった山里町や亀木町、須浜町などでは、事業所やマンション官舎などの大規模な建
物が開発されていき、今日の正親学区が形成されています。 

  

（出典：国際日本文化研究センター所蔵地図データーベース（資料名：京都市街全圖、地図番号：002754893）） 
図. 大正 2年頃の正親学区の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

（出典：京都市明細図、所蔵：京都府立総合資料館） 
図. 戦前の正親学区の様子（中立売通北側、千本通付近） 

（出典：京都市明細図、所蔵：京都府立総合資料館） 
図. 戦前の正親学区の様子（中立売通北側、智恵光院通付近） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

（出典：京都市明細図、所蔵：京都府立総合資料館） 
図. 戦前の正親学区の様子（中立売通南側、智恵光院通付近） 

（出典：京都市明細図、所蔵：京都府立総合資料館） 
図. 戦前の正親学区の様子（中立売通南側、千本通付近） 



（２）現状と課題 

「い え」 
 現状  
▶中立売通や智恵光院通などの幹線道路沿道は、マンション
など大規模な建物が立地していますが、幹線道路の内側を
中心に木造住宅が多く残っています。 
▶東西俵屋町など、路地が入り組み、建物が密集している場所
も見られます。 
▶一条通や上長者町通などでは、京町家が比較的多く残って
おり、風情ある町並みが形成されています。 
▶古い木造住宅の建物の所有者は高齢者が多く、耐震改修が
行われていない住宅も見られます。 
▶空き家やゲストハウスが増加しており、路地の中などでは
管理が不十分な空き家も見られます。 

 

 課題  
▶地震などの災害が発生した場合、建物が倒壊したり、火が燃え広がるなどの危険性がありま
す。 
▶特に、耐震性の低い昭和 56 年以前の木造住宅が残っている幅員の狭い路地は、建物の倒壊
等によって、災害時の避難に影響が出るおそれがあります。 
▶適正な管理や利活用がされず、老朽化した空き家が増加することによって、災害時に建物の
倒壊や火災の危険性が高まるだけでなく、防犯や草木の繁茂など周辺の生活環境に悪影響
を及ぼすおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



「み ち」 
 現状  
▶学区の中央を横断する中立売通、南北に通過する千本通と
智恵光院通、これらを繋ぐ一条通や上長者町通が住民の日
常生活を支えています。 
▶これらの道路の内側では、幅員４ｍ未満の狭い路地や袋路
が多く見られます。 
▶道幅が狭い路地には、バイクや自転車、プランターなどが
置かれ、通りにくくなっているところが見られます。 
▶路地に段差があったり、舗装がガタガタのところも見られ
ます。 
▶敷地面積が十分ではないなどの理由から建替えが進まず
に、結果として道幅が広がらないままになっている路地も
見られます。 

 

 課題  
▶災害時に沿道の建物の倒壊や延焼によって、「地域の集合場所」や「避難所」への避難や緊
急車両の通行に支障をきたすおそれがあります。 
▶幅員の狭い路地や袋路では、災害時に建物の倒壊に加えて、乱雑に置かれた物の転倒や路地
の段差等によって、災害時の安全な避難に支障をきたすおそれがあります。 
▶特に幅員の狭い路地や袋路では、建替え等が困難な敷地が多くあります。 
 

 
  



「ま ち」 
現状 
▶学区中央に正親小学校があり、学区南東に辰巳公園、北東に
橘公園があります。
▶中立売通や千本通などの幹線道路の沿道には、マンション
やパチンコ店などの大きな建物が立地しています。
▶「地域の集合場所」を知らない人も見られます。
▶学区内に井戸が点在していますが、中には使用されていな
いものや管理が不十分なものもあります。
▶浄福寺通に面した東西俵屋町では、建替え等ができない路
地が集中しており、老朽化した空き家が多い路地も見られ
ます。

課題 
▶災害時に一時的な避難ができ、延焼を防止する空間となる広場が少ないため、安全に避難
できず、火が燃え広がるおそれがあります。
▶「地域の集合場所」を知らない人も見られ、災害時の円滑な避難への影響が不安です。
▶学区内には、敷地が狭いなどの理由で建替えができない老朽化した建物も見られることか
ら、災害時に建物の倒壊や延焼による被害が大きくなるおそれがあります。 



「コミュニティ」 
 現状  
▶高齢化が進み、一人暮らしの高齢者が多くなっています。 
▶地域で集まる機会が減り、マンションや空き家の増加もあ
って、地域の住民同士の交流が少なくなっています。 
▶マンションなどでは町内会に加入しない世帯が見られるな
ど、地域の中で日常的なコミュニケーションがとりにくく
なっています。 
▶スーパーなどの大型店舗、商店街、お寺が立地しています。 
▶防災訓練などの取組に新たな方が参加されることが少なく
なっています。 

 
 

 課題  
▶高齢者が多くなっており、災害時の安否確認や安全な避難誘導等の体制が心配されます。 
▶地域のつながりが弱くなることで、地域の防災力が低下したり、今後の防災に関する継続し
た取組に支障をきたすおそれがあります。 
▶町内会に加入していない世帯が多くなっており、災害時の安否確認や緊急物資の提供等に
支障をきたすおそれがあります。 
▶学区全体で防災まちづくりの取組を継続していく体制や仕組みを整える必要があります。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

 
 
 

 
◆延長の長い路地が多く、幅の狭い道や袋路もみられる。 
◆建替えによりセットバック（道路後退）している箇所
もあるが、段差があるなど、道路状に整備されていな
いところもある。 
◆一条通や裏門通沿いは、マンション等に建替わり、町
並みが変化しているところもみられるが、京町家など
京都らしい町並みが残っているところもある。 
◆空き家は比較的少ない。 
◆建物が密集し、避難や延焼防止に役立つ広場が少ない。 

・中立売通の北側エリア。広域的な幹線道路であ
る千本通や智恵光院通、住民の日常生活を支え
る一条通や浄福寺通が通過している  

 
 
 
◆幅の狭い袋路が集中しており、段差や舗装が未整備の
ところもみられる。 
◆再建築できない敷地が多く、老朽化した空き家が多い。 
◆トンネル路地や京町家などの京都らしい町並みが比較
的残っている。 
◆建物が密集し、避難や延焼防止に役立つ広場が少ない。 

・浄福寺通に面して、東西に幅の狭い袋路や建物
が密集している  

◆千本通や中立売通などの市の広域的な
幹線道路沿いでは、マンションや店舗、
パチンコ店、事業所など、大規模な建物
が多い。 
◆空き家が増加し、老朽化したものもみ
られる。 
◆幅の狭い路地には、自転車などが置か
れ、通りにくくなっているところがみ
られる。 
◆使用されず、適正に管理されていない
井戸がある。 
◆避難場所となる公園や広場がない（辰
巳公園は学区南端の一部）。 

◆延長の短い袋路が多く、幅員の狭い袋路もみられる。
（再建築ができない敷地が多い） 
◆上長者町通沿いでは、京町家が比較的残っている。 
◆古い木造の建物が多い。 
◆空き家が多く、中には老朽化したものもみられる。 

・千本通と中立売通、浄福寺通の内側で、上長者
町通、、土屋町通、、仁和寺街道がが通過している 

 
 
 

 
◆智恵光院通沿いは建替えが進んでいるが、延長の短い
袋路がみられる。 
◆裏門通沿いは建替えが進み、新しい建物が比較的多い。 
◆上長者通沿いは、古い木造の建物が比較的残っている。 
◆空き家は比較的少ない。 
◆隣接学区との境界に辰巳公園がある。 

（３）市街地の特性図（軸とエリアの設定） 

・避難所である正親小学校があり、中立売通など
の幹線道路や、上長者町通や裏門通など幅員４
ｍ以上の道路がが通過している  



３．「防災まちづくり」の目標 
 
学区全体で、「防災まちづくり」に継続して取り組んでいくため、正親学区のまちの成り立
ちや現状・課題、これまでの取組の中でお聞きした住民のみなさんの想いを踏まえ、目指すま
ちの将来像や「防災まちづくり」の基本方針など「防災まちづくり」の目標を定めます。 

（１）目指すまちの将来像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

地域の絆を深め、みんなでつくる 
安心・安全、住みよきまち 正親 

私たちの暮らす正親学区では、古くからの歴史に培われ、形づくられてきた京都
らしい町家やトンネル路地などの町並みや風景が、先人たちから守り・育まれてき
ました。今までどおりの安全で暮らしやすいまちを大切にしつつ、世代を問わず、
地域のみんなが日頃から声をかけ合い、協力しながら、未来に向けて災害につよく
安全・安心な住みよいまちをつくっていきます。 

 



（２）防災まちづくりの基本方針 
目指すまちの将来像を実現するため、「いえ」、「みち」、「まち」、「コミュニティ」の視点か
ら、「防災まちづくり」の基本方針を以下のように定めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

方針１｜家の中の安全対策に取り組む 
 
方針２｜地震や火災に強い家づくりに取り組む 

 
方針３｜空き家等対策に取り組む 

「いえ」 
（P23参照） 

方針４｜災害時の避難経路を確認・共有する 
 
方針５｜路地を日頃から適切に管理する 
 
方針６｜安全に避難できる「路地」をつくる 
 
方針７｜骨格となる道の安全性を高める 

「みち」 
（P24参照） 

 方針８｜安全な避難場所をつくる 
 
方針９｜身近な地域の防災環境を整える 
 

「まち」 
（P25参照） 

方針 11｜町内会の防災力を高める 
 
方針 12｜コミュニケーションを充実する 
 
方針 13｜「防災まちづくり」の体制を整える 

（P26 参照） 

ふくろぅじぃ ひにゃんこ 

正親学区の現状や課題、市街地の特性等から、
どんな取組が必要か確認しましょう！ 



 

 方針１｜家の中の安全対策に取り組む
▶一人ひとりが、災害が起こった時に自宅から逃げ出せるよう、家具の転倒防止や
火災報知器、感震ブレーカーの設置など、できるところから家の安全対策を進め
ましょう。 

▶小学校では、地域と連携しながら、「防災まちづくり」に関する学習に取り組みま
す。 

 方針２｜地震や火災に強い家づくりに取り組む 
▶耐震診断、耐震・防火改修を行うなど、自宅を地震や火災につよい家にしましょう。 

▶借家については、所有者との連携のもとで、耐震化・防火対策を進めましょう。 

 方針３｜空き家等対策に取り組む 
▶空き家所有者は、空き家をそのまま放置せずに、事業者等と連携して適正な管理
や活用に取り組みましょう。 

▶学区と町内会等が連携して、空き家の情報を把握・管理します。 

▶ゲストハウスについては、管理者とのコミュニケーションを図り、常時の管理・
運営方法等に加え、災害時の対応を確認しましょう。 

 
「いえ」に関する基本方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
   



 

 方針７｜骨格となる道の安全性を高める 
▶中立売通などの市の広域的な幹線道路、一条通などの学区の防災上重要な道路、
土屋町通などの避難を支える大きな道路につながる道の沿道建物の耐震化・防火
対策を進めます。 

▶学区内の災害時の避難を支える大きな道路につながる道で、４ｍ未満の箇所は建
替え時にセットバックを行い、道路状の整備を進めます。 

 方針４｜災害時の避難経路を確認・共有する 
▶一人ひとりが、自宅から「地域の集合場所」、「地域の集合場所」から「避難所」ま
での避難経路の安全性を確認しましょう。 

▶町内ごとに、掲示板に避難経路などを示した地図を掲示するなど、町内全体で災
害時の避難経路を周知・共有しましょう。 

 方針５｜路地を日頃から適切に管理する 
▶一人ひとりが、日頃から植木や自転車などを整理整頓しましょう。 

▶路地の適正管理を呼び掛け、必要に応じて適正管理のルールをつくりましょう。 

 方針６｜安全に避難できる「路地」をつくる 
▶袋路は緊急避難扉の設置など２方向避難の確保、始端部建物の耐震化・防火対策
を進めます。 

▶路地の段差の解消や古いブロック塀の改善などにより路地の安全性を高めます。 

▶災害時に安全に避難ができるように、路地の入口に、袋路（行き止まりの路地）か
抜け路地かがわかるように表示します。 

 
「みち」に関する基本方針 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 
  



 

 方針８｜安全な避難場所をつくる 
▶避難所（正親小学校）の防災機能の維持・充実を図ります。 

▶辰巳公園など、一時的に避難できる身近な場所を確認・共有しましょう。 

▶平面駐車場や空き地、お寺、パチンコ店などの安全な大型店舗など、災害時に避
難できる身近な場所を確認し、所有者などに対して災害時の一時的な避難への協
力を呼び掛けます。 

▶「防災ひろば」など、災害時の避難や延焼防止に役立つ空間をつくります。 

▶各町内の「地域の集合場所」を一人ひとりが確認するとともに、地図や看板など
を作成しながら、町内で周知・共有します。 

 方針９｜身近な地域の防災環境を整える 
▶災害時に使える井戸の確認や、防災ベルなどの整備、消火器や防火バケツなどの
定期的なメンテナンスを行うなど、町内の防災機能を高めましょう。 

▶マンション管理者に対して、災害時の安否確認や避難に関するルールをつくるな
ど、災害時の安全確保に向けた取組を呼び掛けます。 

▶学区が事業者等と連携して、災害時にも使用できる災害救援自販機の設置を進め
ます。 

 方針 10｜路地の雰囲気を将来につなぐ 路地単位の計画づくりを進める 
▶路地や建物が密集するエリアでは、住民のみなさんや土地所有者等との話し合い
を重ね、路地の雰囲気を残しながら建物の維持・更新がしやすい環境づくりなど、
それぞれの路地の特性にあった災害につよい路地単位の計画づくりを進めます。 

 
「まち」に関する基本方針 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

 方針 12｜コミュニケーションを充実する 
▶町内会は、災害時に安否確認や避難誘導などの救援活動がスムーズに行えるよう、
マンションや空き家所有者、ゲストハウス管理者との日頃からのコミュニケーシ
ョンを大切にしましょう。 

▶災害時の安否確認などに備え、様々な機会で情報発信を行いながら、マンション
住民などの町内会への加入を促進しましょう。 

▶日頃からのコミュニケーションを活かしながら、メールや電話、SNS など様々な
手段による緊急時のネットワークを整えます。 

 方針 11｜町内会の防災力を高める 
▶一人ひとりが、日頃から防災意識を持ち、災害への備えを進め、町内会や学区の
防災の取組に関心を持ちましょう。 

▶一人暮らしの高齢者などの把握、見守り、災害時の安否確認、避難などのルール
や仕組みを整えましょう。 

▶消火器や防火バケツの適切な配置・維持管理、防災訓練や夜間の見回りなど、町
内会の自主的な防災活動を進めましょう。 

▶住民に町内活動への参加を広く呼び掛けながら、危険な場所の確認など、災害時
に役立つ情報の把握・共有に取り組みましょう。 

▶町内会は、お寺の一時的な避難場所としての活用や、商店会などと連携した耐震
化の呼び掛けなど、地域の防災力を高める取組を進めましょう。 

 方針 13｜「防災まちづくり」の体制を整える 
▶町内の防災リーダーの育成や自主防災会との情報共有など、学区と町内会の連携
を充実します。

▶学区の行事と連携して、住民のみなさんの意見を定期的に把握・共有する機会を
つくります。

▶災害時に備え、緊急支援物資の提供や住民の避難等に関して、学区内のスーパー
や薬局などとの連携を維持・充実します。

  
「コミュニティ」に関する基本方針 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 



・安全に避難できる「路地」をつくります。
▶袋路等始端部の耐震化・防火対策、古いブ
ロック塀の改善など

・骨格となる道の安全性を高めます。
▶避難経路となる道の幅員の確保、道路状の
整備など

・安全な避難場所をつくります。
▶空き家を除却した跡地、空き地等を活用し
た「防災ひろば」の整備など

⇒ P29. エリア別計画

・千本通や中立売通などは、市を広域的に通過し、
災害時の救援活動や物資輸送等を支える重要な道
路でもあるため、沿道の大規模な建物の倒壊や延
焼が災害時の避難の障害とならないよう耐震化・
防火対策を進めます。

防災まちづくり方針図 

・安全に避難できる「路地」をつくります。 
▶袋路始端部の耐震化・防火対策、２方向
避難の確保、建替え等が難しい幅が狭い
袋路に合った対策など

・骨格となる道の安全性を高めます。
▶避難経路となる道の幅員の確保、道路状
の整備など

⇒ P30. エリア別計画

・路地の雰囲気を将来につなぐ路地
単位の計画づくりを進めます。
▶路地の雰囲気を残しながら
建物の維持・更新がしやすい
環境づくりなど、路地の特性
にあった災害につよい路地
単位の計画づくりなど

⇒ P31. エリア別計画

・安全に避難できる「路地」をつくります。 
▶袋路始端部の耐震化・防火対策など

・安全な避難場所をつくります。
▶避難所の防災機能の維持・充実、一時
的に避難できる身近な場所の確認など

⇒ P30. エリア別計画

方
針
10

方
針
６

方
針
８

方
針
６

・正親小学校の避難所としての防災機能の維持・
充実を図るとともに、辰巳公園など、一時的に
避難できる身近な場所を確認・共有します。 

方
針
８

・一条通や浄福寺通などは、隣接する学区を含め、
学区全体を通過し、災害時の住民の避難を支える
重要な道路となるため、沿道建物の耐震化・防火
対策を進めます。

方
針
７

方
針
７

方
針
６

方
針
７

方
針
８

方
針
７

・土屋町通や仁和寺街道などは、身近な町内の
生活を支える道として学区内を通過し、防災
上重要な道路への避難経路となるため、沿道
建物の耐震化・防火対策を進め、

方
針
７



４．エリア別計画 
 
（１）エリア別計画 
正親学区は、市街地の成り立ちや都市基盤の整備状況などによって、市街地の特性や防災
上の課題が異なっています。 

エリア別計画では、学区を市街地の特性ごとに４つのエリアに分けています。「防災まちあ
るき」や「防災まちづくり意見交換会」など、様々な機会でいただいた住民のみなさんの想
いやアイデア等を踏まえ、市街地の特性や防災上の課題に応じた具体的な取組を示します。 

 
延長の長い通り抜けの路地が多いエリア 幅の狭い袋路が集中するエリア 

図. 市街地の特性等によるエリアの区分 

路地が少なく，幅の広い道路が通過するエリア 延長の短い袋路が集中するエリア 



 

 

新白水丸町、新白水丸東町 

新在家町 

智恵光院前之町 

新在家町

智恵光院前之町

昭和町 

 

西仲筋町南組

伊勢殿構町 

エリア別計画図① 延長の長い通り抜けの路地が多いエリア 

革堂之内町 

すぐ 
取組

南組

西陣京極町 

泰童町 

すぐ 
取組

丹波屋町 

すぐ 
取組

田丸町 加賀屋町 

千本京極町 東西俵屋町北組 

福本町 

東西俵屋町南組 

亀屋町 

西仲筋町北組 

学区 

凡 例（対策の進め方）

  ：学区みんなで取り組む       

  ：町内会と協力して取り組む 
すぐ 
取組 

学区 ぐ
組

３年間（平成 30～32年）で 
実現を目指しすぐに取り組む 

ぐ
組
ぐ
組

３
実

： 

学区 
すぐ 
取組

延長の長い通り抜けの路地が多いエリア 

学区 

屋町



 

高台院町 

亀木町 

山里町 須浜池町 

須浜仲町 

ベルスーズ西陣 

須浜町 

亀木町 

加賀屋町 

鶴屋町 

亀屋町 

エリア別計画図②  

革堂前之町 

山王町 

丹波屋町 

新頭町 

田丸町 

菱丸町

長谷町 

西富仲町 

 

上長者町 

亀屋町

 

凡 例（対策の進め方） 

  ：学区みんなで取り組む       

  ：町内会と協力して取り組む 
すぐ 
取組 

学区 ３年間（平成 30～32年）で 
実現を目指しすぐに取り組む 

ぐ
組

３
実

： 

すぐ 
取組 

すぐ 
取組 

すぐ
取組

学区 

学区 

学区 

学区 

路地が少なく，幅の広い道路が通過するエリア 延長の短い袋路が集中するエリア 

取組

学区 

学区

加



 

路地⑨ 

路地⑪ 

路地④ 

路地③ 

路地⑧ 

凡 例（対策の進め方） 

  ：学区みんなで取り組む       

  ：町内会と協力して取り組む 
すぐ 
取組 

学区 ぐ
組

３年間（平成 30～32年）で 
実現を目指しすぐに取り組む 

ぐ
組
ぐ
組

３
実

： 

路地⑥、⑦ 

路地⑥ 

路地⑤ 

東西俵屋本町 

路地⑧ 
路地⑦ 

路地⑩ 

路地⑤ 

エリア別計画図③  

路地② 

路地① 

路地④ 路
路地② 

路地③ 

学区 

幅の狭い袋路が集中するエリア  

路地⑨，⑩

※所有者、路地にお住まいの住民のみなさんの意向を踏まえ、路地単位の取組を進めます。 

路地

路地⑨

路地⑧



５．計画の実現に向けて 
 

（１）基本的な進め方 
正親学区では、平成 27年度から災害につよいまちづくりの取組を進めるとともに、様々な
活動の中で住民のみなさんから「防災まちづくり」に関するご意見やアイデアをいただきな
がら、『防災まちづくり計画』を検討してきました。 

これからの３年間は、『防災まちづくり計画』に基づき、目指すまちの将来像の実現に向け
て、各町内での具体的な対策や学区全体での取組などを進めていきます。 

その後も、『防災まちづくり計画』を実践しながら、各取組の達成状況や結果などを確認・
検証し、災害につよく安心・安全なまちづくりのための取組へと改善していくことにより、
より良い『防災まちづくり計画』へと見直していきます。 

『防災まちづくり計画』づくり！（Plan） 

具体的な取組は、Ｐ.33 参照 

『防災まちづくり計画』の実践！(Do)  

取組の検証と改善！（Check・Act） 



（２）３年間の取組イメージ
－ みんなで『防災まちづくり計画』を実践していきましょう！ － 

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 3 年間の目標！ 平成 33 年度～

い
え
 

み
ち
 

ま
ち
 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

そ
の
他
の
取
組

す
ぐ
に
取
り
組
む

具
体
的
な
対
策
 

『防災まちづくりマップ』・防災表示板づくり 

①②③を
毎年実施

平日日中の災害に備える対策マニュアルづくりとの連携！ 

東西俵屋町・山王町・福本町・新白水丸東町・亀木町

継続 

平日日中の災害に備える対策の検討と合わせたソフト対策の検討 
地域住民と連携した災害時の避難誘導体制、連絡体制、 
子どもの見守り体制、避難所の運営方法などの検討 

「地域の集合場所」の見直し 
お寺や駐車場などの避難場所としての活用 

★町内会の防災力を高める！
★コミュニケーションを充実する！
★『防災まちづくり』の体制を整える！

★すぐに取り組む具体的な対策の実施！ 対策候補箇所 

★安全な避難場所の整備！

避難を支える大きな道
路につながる道の沿道
建物の耐震呼び掛け③

緊急避難扉の設置、防災ひろばの整備など

学区の防災上重要
な道路沿道建物の
耐震呼び掛け② 

マニュアル作成

地
域
の
絆
を
深
め
、
み
ん
な
で
つ
く
る

安
心
・
安
全
、
住
み
よ
き
ま
ち

正
親

目
指
す 
ま
ち
の
将
来
像 

★空き家等対策の実践！

対策マニュアルをもとに、 
対策の実施や体制づくり 
を推進 

町内会での空き家調査（実態把握）
管理が不十分な空き家への対応措置（京都市、区役所と連携）
空き家化の予防講座の実施（亀楽会、専門家と連携）

学区全体に耐震呼び掛け①
家具の固定等の安全対策ＰＲ

その他の対策候
補箇所の検討 

・エリア別計画の学習 

・町内の空き家やゲスト
ハウスなどの確認 

・避難経路や避難場所、
「地域の集合場所」の
確認・共有 

継続 

★すまいの耐震大作戦の実施！

★すまいの耐震大作戦の実施！

防
災
ま
ち
あ
る
き
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
 

継続

★路地の雰囲気を将来につなぐ計画づくり（東西俵屋町など）！

継続 

継続 

「地域の集合場所」、避難経路の確認

★正親小学校の防災まちづくり学習との連携！
小学生の防災まちあるきへの参加・連携、結果の反映



（３）学区の取組と連携した年間の取組イメージ

児童ボーン 

市政協力委員会
総会 
自主防災会総会 

安否確認訓練 

 

総合防災訓練 

選択して実施！ 
 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

①『防災まちづくり計画』の共有
・町内会長や防災部長などが集まる総会
等の場を利用し、目指すまちの将来像
や基本方針、町内会や自主防災会の役
割など、『防災まちづくり計画』につい
て共有します。

▽具体的な取組メニュー（案）▽
 

⑤防災まちづくりに関する
具体的な取組の企画 

・具体的な取組の企画
や進め方の検討、取
組の振り返りなどを
行います。

③「防災まちづくり」に関する
意見交換、意向調査 

・学区の良いところ
や、防災上不安なと
ころ、具体的な取組
のアイデアなどを 
意見交換やアンケート調査などで把握し
ます。

②「防災まちづくり」の取組 PR
・「防災まちづくり」
の取組や、すぐに取
り組む具体的な対
策の事例等を住民
のみなさんに PR し
ます。 

④各種セミナー、相談会の開催
・地震に強い家づくり
のポイントや市の助
成制度等の役立つ情
報について学ぶセミ
ナーや、「防災まちづ
くり」に関して何で
も相談できる機会を
設けます。 

すまいの すまいの
耐震大作戦

の
戦戦戦戦 

定
例
の
学
区
の
取
組
（
団
体
長
会
議
、
亀
楽
会
な
ど
）

防
災
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
具
体
的
な
取
組
に
合
わ
せ
て
適
宜
開
催
）

学
区
全
体
へ
の
情
報
発
信
（
通
年
）
！
（「
正
親
だ
よ
り
」
な
ど
の
活
用
）

す
ぐ
に
取
り
組
む
具
体
的
な
対
策策



（４）主体ごとの役割と具体的な取組

①一人ひとり、町内会、学区の役割

「目指すまちの将来像」の実現に向けて、一人ひとり、町内会、学区のそれぞれでできる
ことから取り組んでいき、各主体が相互に連携・協力しながら、具体的な取組を進めていき
ます。 

 

住民福祉協議会、

自主防災会、 

市政協力委員会、

民生児童委員会、 

ＰＴＡ 等 

連携 

協働 

市役所、区役所、消防、小学校、
幼児園、京都市景観・まちづくりセンター、
社会福祉協議会 等 

コンサルタント、建築士、 
不動産事業者、 学識経験者 等 

連携 協働 

連携 協働 

・日常的な防災意識の向上
・「防災まちづくり」の取組への参加・協力、身近な住民への声掛け
・普段からの身近な地域でのコミュニケーションの充実
・自宅や身近な地域の安全対策の実践

・行政や専門家、協議会等と連携して、町内住民に対する「防災まちづくり」の取
組への理解・協力・参加の呼び掛け
・町内への防災まちづくり情報の発信
・防災まちづくり委員会との連携
・町内住民の想い・ニーズの把握

 
 
 

地
域
の
絆
を
深
め
、
み
ん
な
で
つ
く
る

安
心
・
安
全
、
住
み
よ
き
ま
ち

正
親

・『防災まちづくり計画』の実現に向けた具体的な取組の
検討・実践 
・一人ひとり、町内会、学区の取組の調整・支援
・学区全体で「防災まちづくり」に取り組む雰囲気づく
り・意識づくり 
・市の制度や手続き、事例等の様々な防災まちづくり情
報の発信
・行政や専門家等とのネットワークづくり

目指す  
まちの
将将来像 

連携 連携

協働 

連携 協働 



②方針ごとの一人ひとり、町内会、学区の具体的な取組 

目指すまちの将来像を実現するために、一人ひとり、町内会、学区がそれぞれの役割のも
とで検討・実践する具体的な取組は、以下のとおりになります。 

 

方針１． 
家の中の安
全対策に取
り組む 

・家具の転倒防止、感
震ブレーカーの設置
などの安全対策の実
施 

 

・町内での家の中の安
全対策の呼び掛け 
（回覧に掲載） 

・正親小学校における
防災まちづくり学習
への支援 

・家の中の安全対策を
学区全体に意識啓発 

（正親だよりでの情報
発信） 
 

方針２． 
地震や火災
に強い家づ
くりに取り
組む 

・自宅の耐震診断、耐
震・防火改修の実施 

・回覧での定期的な耐
震助成等の情報発信 

・家の改修方法などに
関する知識や経験の
共有 

・借家の所有者への耐
震診断、耐震・防火
改修の呼び掛け 

・「すまいの耐震大作
戦」での耐震診断、
耐震・防火改修等の
意識啓発 

 

方針３． 
空き家等対
策に取り組
む 

・所有する空き家の適
正管理 

・町内の空き家情報の
把握 

・回覧での空き家対策
の情報発信 

・空き家所有者への適
正管理の呼び掛け 

・ゲストハウス管理者
への適切な管理・運
営の呼び掛け 

・町内会と連携した空
き家情報の把握 

・学区の取組と連携し
た空き家化の予防講
座の実施 

・空き家対策に関する
勉強会の実施 

・「防災まちづくり」を
学ぶ場としての空き
家の利活用の検討 

：取組を進める上でのアイデア 

  

・市政協力委員会や自主防災会の総会、地蔵盆などの機会を活用して、
耐震助成や「防災まちづくり」の取組について PR！ 

・空き家対策や住宅の耐震化、「防災まちづくり」の取組に関して相
談できる専門家のリストの作成・配布！ 



 

方針４． 
災害時の避
難経路を確
認・共有する 

・災害時の避難経路の
確認 

 

・町内での避難方法を
複数検討 

・回覧での災害時の避
難場所や避難経路の
共有 

・平日日中の災害に備
える対策と連携した
避難経路の安全性の
確認 

方針５． 
路地を日頃
から適切に
管理する 

・路地の適正管理と住
民のみなさんへの声
掛け（自動車や自転
車、植木などの整理） 

・路地の適正管理に関
するルールづくり、
回覧での呼び掛け
（駐車や駐輪、植木
などの整理） 

・路上への駐車、駐輪、
植木の整理、路地の
適正管理を学区全体
で意識啓発 

（正親だよりに掲載） 

方針６． 
安全に避難
できる「路
地」をつくる 

・安全に避難できる「路
地」づくりへの協力 
（袋路始端部の建物の
耐震化・防火対策、古
いブロック塀の改善、
袋路の２方向避難経
路の確保、路地の段差
の解消など） 

・安全に避難できる「路
地」づくりの実践に
向けた関係者への協
力の呼び掛け 

（所有者の想い・ニーズ
の把握） 
 

・安全に避難できる「路
地」づくりへの意識
啓発 

・路地の入口に、通り
抜け可能か袋路（行
き止まりの路地）か
の表示板の設置 

方針７． 
骨格となる
道の安全性
を高める 

・建替え時のセットバ
ックの実施 

・住民のみなさんへの
道路状の整備の声掛
け 

・建替えに合わせたセ
ットバック、道路状
の整備の呼び掛け 

・学区などと連携した
セットバックや道路
状の整備に関するル
ールづくり 

・「すまいの耐震大作
戦」での沿道建物の
耐震化・防火対策の
意識啓発 

・行政などと連携した
建替え時のセットバ
ックと道路状の整備
の指導等に関する取
り決めの検討 

：取組を進める上でのアイデア 
   

・京都市共通のイラストなどを使った防災に関する表示板の作成！ 

・小学校の防災まちづくり学習と連携し、家族で防災情報を共有！ 

・建替えしそうな建物があれば、町内会や学区と共有！ 
・学区の防災上重要な道路などでは、電柱の移設を業者に依頼！ 



 

方針８． 
安全な避難
場所をつく
る 

・「地域の集合場所」の
確認 

・安全な避難場所をつ
くる取組への協力 

・「地域の集合場所」へ
の看板の設置 

・「地域の集合場所」の
共有・再検討 

・安全な大型店舗等へ
の避難の検討 

・小学校や公園への「か
まどベンチ」などの
災害時に役立つ防災
設備の設置 

・「地域の集合場所」な
どを示した『防災ま
ちづくりマップ』の
作成 

方針９． 
身近な地域
の防災環境
を整える 

・所有する井戸の適正
管理、活用方法の検
討 

・災害時に使える井戸
の確認、所有者への
活用の呼び掛け 

・拡声器や防災ベルな
どの防災設備の整
備、メンテナンス 

・各町内の防火バケツ
の設置 

・防災用の掲示板など
の設置 

・災害時に使用できる
井戸の表示板の設置 

・災害時にも使用でき
る災害救援自販機の
設置 

・防火バケツなどの設
置の意識啓発 

方針 10． 
路地の雰囲
気を将来に
つなぐ 路地
単位の計画
づくりを進
める 

・路地を大切にした保
全・再生の取組への
協力と声掛け 

・路地を大切にした保
全・再生の検討 

・住民のみなさんの想
いの把握 

・路地の魅力の発信 

：取組を進める上でのアイデア 

 

  

・小学校と連携したステッカーの作成、各町内の防火バケツに「地域
の集合場所」のステッカーを貼るなど、学区全体に広く情報発信！ 

・町内の広報板やバス停など、人の目に留まるところ、人が集まると
ころに防災情報を掲示！ 

・路地全体の雰囲気を大切に残しながら、学区のモデルとなる路地を
整備し、PR！ 



 

方針 11． 
町内会の防
災力を高め
る 

・防災意識を高め、防
災に関する取組など
への参加・協力をす
る 

・個人での災害時の備
蓄、住民のみなさん
への声掛け 

・町内の高齢者の確
認・見守り 

・災害時の安否確認な
ど、災害時の避難の
際のルール・体制づ
くり 

・町内単位での災害時
の備蓄、必要な物の
リスト化 

・町内会と連携した学
区の高齢者の名簿づ
くり 

・高齢者の救助などに
関する方法の検討、
訓練の実施 

方針 12． 
コミュニケ
ーションを
充実する 

・日頃からのコミュニ
ケーション、声掛け 

・マンション住民との
交流 

・町内会加入の呼び掛
け 

・地域行事などでの情
報交換 

・町内の団体やグルー
プなどとの連携・協
力 

・町内会への加入を促
す情報発信 

（正親だよりに掲載） 
 

方針 13． 
「防災まち
づくり」の体
制を整える 

・「防災まちづくり」の
取組への積極的な参
加・協力 

・住民同士での防災情
報の交換 

 

・町内会長、防災部長
への情報の引継ぎ 

・商店会等と連携した
防災に関する情報発
信 

 

・小学校と連携した防
災まちづくりの取組
の実践 

・自主防災会との情報
共有 

・各世代の防災リーダ
ーの育成 

・店舗等と災害時の協
定の締結、引継ぎ 

：取組を進める上でのアイデア 
  

・避難の際に支援が必要な人や、ペットとの避難の方法などに関するセ
ミナーを開催！ 
・子どもや高齢者などが優先的に避難できる体制の整備！ 
・区民運動会などで、防災に関するゲームを実施し、意識啓発！ 

・市民しんぶんなどで、町内会加入のメリットなどを記載！ 
・マンション建設時に、町内会への加入など、町内会との取り決めを
進める！ 

・向こう三軒両隣で、高齢者などの災害時に支援が必要な人の把握！ 
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